
            
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

   

      

 Ｂ 1～2月           富士見塚 

冬将軍 雪景色 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
   12 月 13 日（木）  管理棟講座室・会議室 

 香りのキャンドルづくり 
         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 参加 20 名。ハーブ園（鳥喰農園、福祉の森）のラ

ベンダーの香りに包まれて…、ミニコンサートあり、

レモンバームティー＆クッキーもおいしかった！！ 
主催／環境政策課

◆古河総合公園 花ファイル NO.14◆ 

 
●テイタテイト【スイセン】● 

 
［科名］ヒガンバナ科 
［草丈］15cm 程 
［ 花 ］花披片が黄色、副花冠がオレンジ色 
［花期］3 月中旬 
  
＊園内には、3 種のｽｲｾﾝ、ﾃｲﾀﾃｲﾄ（⑥）、ｻﾛｰﾐ 3 月下旬（②）、 
ｵﾘﾝｼﾞｪﾘｰ 4 月上旬（⑪）があります。 

発行日：2001 年 1月 10 日  編集：古河総合公園パークマスター  発行者：（財）古河市公園緑地振興協会  

住 所：〒306-8601古河市長谷町 38-18  E-mail：sogokoen@city.koga.ibaraki.jp 

2002 年 1 月号（みどりと遊びの会スタート号） 

みどりと 
 遊びの会 
キャンドル  
  づくり 

雪合戦、雪だるま、ソリ、スキー …… 
  富士見塚は、ちびっ子たちの即席ゲレンデ 

（撮影：平成 13 年 1 月 21 日） 

富士見塚 

キャンドルには、 
 ラベンダーで香りづけ、  

   クレヨンで色づけ 

ｽｲｾﾝの園芸品種 12 分類 ①ﾗｯﾊﾟｽﾞｲｾﾝ②大杯ｽｲｾﾝ③小杯ｽｲｾﾝ④八重咲きｽｲｾﾝ⑤ﾄﾗｲｱﾝﾄﾞﾗｽ・ｽｲｾﾝ⑥ｼｸﾗﾐﾆｳｽ・ｽｲｾﾝ 
            ⑦ｼﾞｮﾝｷﾗ・ｽｲｾﾝ⑧房咲きｽｲｾﾝ⑨口紅ｽﾞｲｾﾝ⑩野生種⑪ｽﾌﾟﾘｯﾄｺﾛﾅ・ｽｲｾﾝ⑫その他のｽｲｾﾝ 

もっと身近に！ 古河総合公園 
  

古河総合公園は、今年 27 年目を迎えます。 
 

古河公方ゆかりの史跡、復活した沼、育まれる桃林・・ 
時間を重ねる中で魅力を増すものがあります。 

 
季節を訪ね来る人、鳥や魚に魅せられた人、互いの絆を確かめ合う人々・・ 

それぞれの人の想いを請けながら 
新しい年の、公園ドラマの始まりです。 

  
元気がほしいとき、大切な自分を取り戻したいとき、 

どうぞ古河総合公園にお出かけ下さい 製作／舘野晃さん、石井正さん 

演奏／宇梶ヒサヨさん 

曲目／ﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰの街ほか 



  1 月 8 日（火）        管理棟図書室 
  （仮称）みどりと遊びの会 スタート 

「クリーングリーン活動から楽しさを学ぶ」 
 

 昭和 61 年から平成 10 年まで「古河の花と緑のま

ちづくり」をテーマとした 「クリーングリーン活動

（緑でつつむきれいなまち推進協議会）」。その牽引役の一人、

佐々木斐佐夫さんに当時の情熱と知恵を伺いました。 
 活力の源は、「熱心なスタッフ、それをまとめるリ

ーダー、あふれる企画力と行動力、そしてより多く

の世界とつながるための広報活動」と切れ味良く。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「市民の声がより一層公園づくりに反映できるような

仕組みづくりを目指して、勉強会を始めましょう。」 
ということで集まったのは、園芸、遊び、環境、教

育、子育て、観光…などに関心を持ち新しい公園づ

くりに期待を寄せる市民有志 15 人。 

 当面の 2、3ヶ月は、有志による勉強会を開催。 

  その後、とりどりの企画の実施を通して、市民が

主体的に関わることのできる運営管理ならびに整備

などを含めた「市民参画の公園づくりシステム」を

目指します。 
 ＊（仮称）みどりと遊びの会は、毎月第二火曜日に開催予定。  
   興味のある方は、パークマスターまでお声掛け下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「子供を抱えていても、地域活

動にどんどん参加したいと思

います！」 

1 歳～70 歳代の老若男女が参加。古河っ子も、最

近移り住んだ方も、それぞれの生活スタイルから、

古河総合公園に寄せる思いを意見交換。 
  

「古河総合公園は古河市の宝」 
ですから、 

この公園はみなさんの財産です。 
 
 

「公園における豊かな市民生活の実現」と 
「公園づくりでの市民と専門家とのパートナ

ーシップの実現」をめざして、市民ニーズを

反映し、より一層活用される公園づくりの

システムを検討しています。 
 
「（仮称）みどりと遊びの会」では、公園

を活用していきたいという市民の声を取

りまとめ、公園づくりに反映させていくこ

とを目指しています。 
 
具体的な取り組みを通じて、より良く、

わかりやすいシステムにしていきたいと

思います。 
 どうぞ皆さんもご意見をお寄せ下さい。 

 
古河総合公園パークマスター 

今回の話題提供は、 
佐々木斐佐夫さん 

「市内名園めぐりは楽し

かったですよ。復活できな

いかという声は今もある

んですよ。」 
広報誌「グリーン KOGA」

（平成元～10 年発行）の

編集担当。 

 市民参画の公園づくりシステム（試案） 
か 如何でしょう

赤ちゃん連れのお母さん方も参加 


